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集団での参加が難しい子どもへどのような支援をしているでしょうか。発達の特性や心理的な要因など子ど

もによって理由は様々で、複数の要因が重なっている場合もあります。 

現代、子どもを取り巻く環境が大きく変化している中で共働き世帯が増え、親子でのコミュニケーションの

時間の減少や地域のつながりの希薄化、スマートフォンやゲームの普及などから、他者との関わりが減ってい

ることも集団での学習に苦手さを抱える背景の１つになっているかもしれません。 

そのため今号では、『集団への参加が難しい』をテーマに開催した「令和８年度北見支援学校第 2 回特

別支援教育研修会」の内容について、情報の共有・紹介をいたします。 

集団への参加が難しい児童生徒 

との関係のつくり方 

子どもの困り感を見付けよう！ 

・先生の話していることが分からないよ… 

・何をしたらいいんだろう… 

・また失敗したらどうしよう… 

・みんなの前で話すの緊張するよ… 

・どうしてみんなと一緒

に勉強しなきゃいけ

ないの… 

・教室がうるさいよ… 

 

集団の学習に苦手さを抱える子どもにはどのような困り感があるでしょうか。例えば、発達の特性から周りの

音や情報が気になり先生の話に集中できないために、何をするのかが分からない子どももいるかもしれません。

集団の中では先生の指示を聞いたり、周囲の動きを見て自分の行動を考えたりするなど複数の処理を行う必要が

あります。「聞いてない」と思われがちですが、実は情報を処理しきれていない状態になっていることもあるかも

しれません。また、強い緊張や失敗することを恐れることにより集団で学習することに苦手さを抱える子どもも

いるかもしれません。そんな子どもには失敗しないためにどのような支援があるとよいのか考える必要がありま

す。まずは集団の学習に参加できない背景を考え、成功体験を積み重ねていく支援をしていくことが大切です。 

不安に感じていることを言葉で伝

えられる子どももいれば伝えられな

い子どももいます。不安と感じてい

る気持ちに寄り添い集団での学習が

苦手な理由を子どもと一緒に考えて

みましょう！言葉で伝わらないとき

には、視覚的な情報を提示し、分か

りやすくしたり、感覚過敏により集

団での学習に苦手さがある場合はイ

ヤーマフを使ったりするなど子ども

の困り感に合った支援を考えていき

ましょう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもを取り巻く環境】 

 

 

現代、スマートフォンやゲーム機などの電子機器の普及により、子どもたちが生活する上で欠かせない道具と

なっています。スマートフォンやゲーム機に触れていないと不安に感じる「ネット依存」が、社会的な課題とな

っています。「令和６年度青少年のインターネット利用環境実態調査 調査結果」によると、年齢が上がるにつれ

てインターネットの利用率が高くなる傾向があるという結果がでています。３歳では約７割、５歳では約８割、

８歳以上では９割以上がインターネットを利用しています。低年齢から長時間使用することにより、ネット依存

となる児童生徒も増えています。WHO（世界保健機関）によると、ゲーム障がいは①ゲームの時間や頻度などを

自分でコントロールできない②日常の生活や日々の活動よりもゲームを優先してしまう③家庭、学校、職場など

の日常生活、人間関係、健康状態に問題が起きてもゲームをやめれないの症状が１２か月以上続く場合としてい

ます。（短期間で特徴的な症状となる方もいるため、診断に必要な期間は短縮することもあります。） 

ネット依存の症状により学習に集中しづらくなったり、人とのコミュニケーションに苦手さを抱え友達との関

わりがうまくいかなかったりするなど集団で学習することに苦手さを抱える原因の一つとなっています。 

電子機器の普及をはじめとした様々な要因により、生活の在り方は変化し続けています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

～視覚支援の紹介～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【視覚支援の活用】 

言葉だけで内容を理解できる子どももいれば、言葉だけでは理解が難しい子どもたちもいます。そんな子ども

たちに行っている支援の一つに視覚支援があります。視覚支援とは、言葉や文字だけの説明では理解が難しい子

のために写真やイラスト等を使って見える化する支援のことです。人間は情報収集の８割を視覚から得ていると

言われています。文字や絵などの視覚情報は、その場に残り続けるため、本人が自分のペースで何度も見返して

理解し、行動をサポートする効果があります。一方で、視覚支援が大切だと思うばかりに、様々な内容を視覚化

しすぎてしまうこともあるため、情報を整理・調整して提示することが大切です。 

視覚支援で大切なことは、子どもたちが一人

でできるようになるための支援を考えることで

す。始めは支援者と一緒に取り組み、徐々に支

援を減らしていきましょう。私たち支援者はつ

い先走って言葉掛けをしてしまいがちですが、

時には待つことも大切です。子ども自身が自ら

考え時間をかけながらでも一人でできることが

あるかもしれません。待つことも大切にしなが

ら自立に向けた支援をしていきましょう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 4回 特別支援教育研修会の御案内 

1月１２日に、『令和８年度 北見支援学校 第 4回 特別支援教育研修会』を行います。集合形式での実施

を検討しております。研修内容等の詳細に関しましては決まり次第、本校 HPにて掲載させていただきますので

ご確認ください。ご不明点等ございましたら北見支援学校相談支援部（TEL：0157-61-0071 メールアド

レス：kitamishien-z1@hokkaido-c.ed.jp）までお願いいたします。 

【実態把握に基づく目標設定】 
 子どもの目標をどのように設定していますか？目標設定をする上で聞き取りや観察による実態把握が必要で

す。子どもの課題となる部分に注目されることが多くありますが、子どもの得意なこと、強みを見付ける視点を

大切に目標設定をしていきましょう。日々の指導ではスモールステップを心掛け、子ども自身ができたことに喜

びを感じながら成功体験を積み、自信をもって目標を達成できるよう支援していくことが大切です。 

マズローの５段階欲求とは、人間の欲求を５つの

層に分類し、人はそれらを下位から順に満たしてい

くことで、最終的に自己実現へと向かって成長して

いくという考え方です。目標を考えたときに今見て

いる子どもがどこの層にいるのか考えた上で段階的

に満たしていくよう指導・支援をしていくことが大

切です。 
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